















































































































































































































































































































































































































































































































































































稲田大学において 1から 8まである内のレベル 8（超級）である。
3 筆者は「正しい日本語」に懐疑的な立場を取っているので、分析の引用におけるいわゆる「誤用」
は明記していないが、すべて、原文のまま提示している。
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「日本事情」における「個の文化」の意義と問題点
